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準決勝

8月9日

10:50

12:05

-1st-
-2nd-
-3rd-
-4th-
-OT1-
-OT2-
-OT3-

NO. S PTS 3P 2P FT F NO. S PTS 3P 2P FT F
4 * 22 3 5 3 4 * 9 1 3 0

5 * 12 0 3 6 1 5  2 0 1 0

6 * 6 0 3 0 4 6 -

7  8 0 4 0 2 7 * 35 0 13 9 2

8  2 0 1 0 1 8  0 0 0 0 4

9 * 2 0 1 0 9 * 9 0 4 1 3

10  0 0 0 0 1 10 -

11 * 23 3 6 2 11 -

12  0 0 0 0 12 * 0 0 0 0 4

13  2 0 1 0 13 - 0 0 0 1

14  6 0 3 0 14 * 4 0 2 0 1

15  0 0 0 0 3 15 -

16  2 0 1 0 16 -

17  0 0 0 0 17  4 0 2 0 1

18  1 0 0 1 18 -

森 圭司

坂田 玲磨

86 6 28 12 12 63 1 25 10 16

(　群馬　)

(　千葉　)

(　本部　)

内田 光葉

小川 蓮介

17
16

鳥潟 大夢

髙橋 斗音威

選手名

大会名称：

開催場所：

試合区分：

期　　日：

開始時間：

船橋アリーナ

16

終了時間：

第54回関東中学校バスケットボール大会

千葉

市原市立ちはら台南中学校
31

ｸﾙｰﾁｰﾌ

1st ｱﾝﾊﾟｲｱ

2nd ｱﾝﾊﾟｲｱ

平原  勇次

岡﨑  武史

阿久沢  尚夫

Ｓ:スターター　PTS:ポイント　３Ｐ:３ポイントシュート　２Ｐ:２ポイントシュート　ＦＴ:フリースロー　Ｆ:ファール

  準決勝、実践学園中学校（東京都）対市原市立ちはら台南中学校（千葉県）。両チームともスタート
から積極的にオールコートマンツーマンで相手チームにプレッシャーをかける。1対1の攻防は、互いに
一歩も引かない状態が続く。実践学園は、#4山本、#6守谷のドリブルドライブ、#11黒田のドリブルに
合わせた3Pを中心に攻撃。ちはら台南は、#4永尾のパスから#7平野がテンポの速い攻撃を展開、1Qを
16-16の同点で終える。
2Q、スタートから実践学園のディフェンスがちはら台南のターンオーバーを誘い、#4山本の3本の3Pを
含む31得点で、47-30と実践学園がリードした状態で前半を終える。
3Q、実践学園に対し、ちはら台南#7平野が14得点をあげ、追い上げを図るが、点差は縮まらず、61-46
で終える。
4Q、ちはら台南はダブルチームを積極的に使い、ボールを奪いに行くが、実践学園は、最後まで落ち着
いたプレーでボールを運び、86-63で実践学園が決勝に駒を進めた。勝った実践学園と共に、最後まで
ボールを必死に追いかけ走り続けたちはら台南の健闘を称えたい試合であった。

東京
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実践学園中学校 ●
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A・コーチ

コーチ

A・コーチ

○ 14
25

須貝 頼勇

荒良木 開登

堀毛 鼓太郎

細田 琉仁

山本 権真

千葉県小中学校体育連盟バスケットボール専門部

庄村 裕介

越後谷 幸太郎

米田 悠真

宮田 恒希

崎浜 秀斗

長田 結人

江連 和紗

川上 虎之介日浦 陽斗

高野 創也

田中 泰誠

鹿野 舜晴

江良 保翔

芹田 陽生

合計合計

古田 陵介

選手名

63

荒木 基晴

黒田 健斗

永尾 咲翔

山下 逞翔

森 大成

平野 佑輔

河野 和葉

守谷 真


